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1．はじめに 

酪農流域では河川の水質汚濁に起因する環境問題が顕在化している。現在，法律の規制によ

って，点源（畜舎・パドック）からの汚濁負荷流出

対策が進められている。一方，面源負荷流出の直接

的な抑制は困難であり，河川域で対処することが現

実的な方法の一つと考えられる。本研究は，排水改

良に加え，面源負荷対策として整備された「浄化型

排水路」の水質浄化機能を評価したものである。 

2．方法 

 調査は，北海道根室管内別海町の草地酪農流域小

河川（明渠排水路）で行った（Fig.1）。調査期間は

2004年 6 月～2007 年 11 月である。排水路では，

幹線のNO.1-6 区間を水路幅を約5m に拡幅し，低水

敷(0.5m)には小プールを千鳥状に設け，河川水は小

プールを蛇行して流下するように改修された。現地

調査の際に，各調査地点で1ヶ月に1回程度の頻

度で採水した。NO.1，3，6の 3 地点には水位計

（10min間隔）と量水標を設置し，現地調査の際

に流量観測を実施した。2007年8月～11月の間，

NO.1，5，6の各地点に自動採水器を設置し，降雨

時の24h連続採水（1h間隔）を行った。自動採水

器は雨量計が5mm/h以上の降雨を感知すると稼動

するように設定した。本報告では， NO．5-6区間

(140m)における水質浄化効果を検討の対象とし

た。水質項目は，窒素(N)，リン(P)に関する成分，

およびCl-であり，分析方法はJIS に準拠した。 

3．結果と考察 

(1)浄化型排水路の水質浄化機能 

NO.5とNO.6のNO3-N濃度を比較すると，改 
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Fig.1  調査流域概要図 
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Fig.3  NO.5，6間のNO3-N/Cl-の差⊿ 

Difference of NO3-N/Cl- at  pt. NO.5 and NO.6 

Fig.2  NO.5，6間のNO3-N濃度比δ 
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修前の2004年に比べて改修後には値が低下し，流下に伴う浄化効果が，また，改修から3年が経

過した2007年の濃度低下率は0.7 ～0.9であり，2006年と同程度の効果が確認された(Fig.2)。こ

の要因には，生物的作用が考えられる。そこで，NO.5と6のNO3-N/Cl
-の差(⊿)を時系列でプロッ

トした(Fig.3)。NO3-N/Cl-は生物的作用によるNO3-N除

去を示す指標であり，NO3-N/Cl
-の低下はNO3-Nの生物

への吸収や脱窒によるとされている1）。Fig.3より，

改修後には生物的作用が機能していると判断される。

改修後，生物的作用によるNO3-N除去効果が増大した

背景には，改修前および改修直後の状態から時間経過

による湿生植物等の繁茂が考えられる。このことは，

植生を維持することで，今後も一定程度の水質浄化効

果が持続されることを示唆している。 

(2)降雨時の水質浄化効果              

Fig.4に2007年9月28～29日の降雨時(総降雨量

19.5mm)のNO.5，6における汚濁負荷量の推移を示す。

なお，NO.5の流量はNO.6の流量から流域面積比に

よって推定した。 

①N成分 T-N，NO3-NともにNO.6よりNO.5で負荷

量が小さくなる傾向が認められた。また，T-Nの90%

近くを NO3-Nが占めており，T-N負荷量の減少は

NO3-N負荷量の減少によるものと推察された。流量

が安定するにつれ濃度が上昇する傾向が見られ，中

間流出によるNO3-Nの河川流達がうかがえる。 

②P成分 T-Pでは，ピーク流量時に流下により負

荷量が大きく減少する。一方，PO4-Pについては，

流下による負荷量の減少はみられなかった。これら

のことから，流量ピーク時のT-P負荷量の減少は，

懸濁態成分が高水敷に繁茂する湿生植物に捕捉され

たことによると推測した。 

４．まとめ 

 酪農流域に整備された「浄化型排

水路」は，平水時，NO3-N濃度を生

物的機能により低下させる機能を有することが確認された。一方，降雨流出時についても，N

成分は，NO3-Nを主体として減少することがわかった。P成分は，懸濁態の浄化に効果を発揮し

ているようである。これらのことから，降雨流出時には，高水敷へ溢れ出た水や農地排水など

に含まれる物質が河道内の湿生植物に捕捉され，下流への汚濁負荷流出を抑制する効果をもた

らしたと推察された。 

 [引用文献]1) R.Lawrance(1992):Groundwater Nitrate and Denitrification in a Coastal 

Plain Riparian Forest, J. Environmental Quality 21, pp.401-405 

Fig.4 降雨流出時の水質負荷量 (2007.9.28-29） 
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